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川
崎
区
誌
研
究
会
と
の
出
会
い
は
、
２
０
２
１
年
度
の
民
俗

調
査
実
習
で
川
崎
大
師
（
金
剛
山
平
間
寺
、
真
言
宗
智
山
派
大

本
山
）
所
在
の
石
造
物
の
見
学
を
計
画
し
た
際
に
、
何
か
参
考

と
な
る
文
献
は
な
い
か
調
べ
た
こ
と
に
始
ま
る
。検
索
の
結
果
、

同
会
の
石
造
物
調
査
部
会
の
一
員
で
あ
る
金
井
晃
先
生
を
中
心

と
し
て
、
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
１
年
に
か
け
て
境
内
石
造
物

調
査
が
な
さ
れ
、
２
０
１
４
年
に
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
（
金
井
晃
ほ
か 

２
０
１
４
『
川
崎
大
師
石
造
物

調
査
報
告
書
』
川
崎
区
誌
研
究
会
）。
そ
こ
で
、
同
会
会
長
の

小
泉
茂
造
先
生
に
電
話
連
絡
を
し
、
報
告
書
の
入
手
方
法
と
民

俗
調
査
実
習
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
7

日
に
小
泉
・
金
井
両
先
生
に
川
崎
大
師
の
石
造
物
を
ご
案
内
い

た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

　

川
崎
大
師
で
、
両
先
生
に
今
後
の
角
南
ゼ
ミ
の
学
生
と
川
崎

区
誌
研
究
会
と
の
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
相
談
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
金
井
先

生
に
よ
れ
ば
、
前
回
の

報
告
書
に
収
め
き
れ
な

か
っ
た
資
料
や
石
造
物

の
移
動
な
ど
が
あ
り
、

補
遺
編
を
作
成
し
た
い

と
い
う
考
え
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同

会
は
長
く
郷
土
川
崎
に

つ
い
て
調
査
し
て
こ
ら

れ
た
、
シ
ニ
ア
世
代
が

中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
会
の
活
動
は
、
近
年
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
波
に
は
十
分
に
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

は
休
止
中
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
で
大
学
生
に
は
調
査
研
究
の

経
験
は
未
だ
な
い
も
の
の
、
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
と
し

て
教
員
や
シ
ニ
ア
世
代
よ
り
も
は
る
か
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
社
会

に
適
応
し
て
情
報
の
整
理
や
発
信
を
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
備

わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
異
な
る
世
代
が
、
同
じ
対
象
に
つ
い
て

調
査
を
お
こ
な
い
情
報
を
蓄
積
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
互
補

完
的
関
係
と
な
り
う
る
こ
と
が
で
き
、
協
力
し
て
調
査
報
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考

え
た
。

　

金
井
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
石
造
物
調
査
を
実
施

し
、
成
果
を
公
表
し
て
き
た
在
野
の
研
究
者
で
あ
る
（
金
井
晃

１
９
８
０
『
倉
渕
村
の
道
祖
神
』
金
井
道
祖
神
研
究
所
、
金
井

晃
１
９
８
２
『
神
奈
川
県
道
祖
神
調
査
資
料
集
1
』
金
井
道
祖

神
研
究
所
、
金
井
晃
１
９
８
５
「
鶴
見
石
工
の
系
譜
」『
日
本
の

石
仏
』33 pp.51-60

な
ど
）。
金
井
先
生
に
ご
案
内
い
た
だ
い

た
民
俗
調
査
実
習
履
修
生
2
名
が
、
２
０
２
２
年
度
よ
り
角
南

ゼ
ミ
の
所
属
と
な
っ
た
。
両
名
は
実
習
で
習
得
し
た
調
査
方
法

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
学
生
た
ち
は
金
井
先
生
の

詳
細
で
熱
の
こ
も
っ
た
石
造
物
の
解
説
に
、
心
を
打
た
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

２
０
２
１
年
度
か
ら
神
奈
川
大
学
「
体
験
型
研
修
」
の
新
規
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
伴
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
、
角

南
は
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
度
を
目
標
に
共
通
教

養
科
目
の
一
つ
と
し
て
「
体
験
型
研
修
」
の
授
業
を
開
講
す
べ

く
、
石
造
物
関
係
の
授
業
準
備
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
石
造
物

を
対
象
と
す
る
の
は
、
調
査
を
通
じ
て
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
他
の
文
化
財
と
比
し
て
石
造
物
が

調
査
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
角
南
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
で
は
２
０
２
２
年
度
よ
り
、
金
井
先
生
に
ご
指
導
を
仰
ぎ
、

「
体
験
型
研
修
」
の
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
予
備
的
作
業
も
含

め
て
、
川
崎
大
師
石
造
物
の
補
遺
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
我
々
か
ら
の
調
査
の
お
願
い
に
対
し
て
、
川
崎
大
師
は
快

く
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
6
月
11
・
12
日
か
ら
土
日
な
ど
を
利
用
し
て
、

角
南
と
ゼ
ミ
生
は
金
井
先
生
と
と
も
に
調
査
を
開
始
し
た
。
期

間
は
1
年
間
を
予
定
し
て
い
る
。
当
日
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
わ

さ
き
歴
史
ガ
イ
ド
協
会
の
副
理
事
長
藤
田
智
恵
子
氏
も
参
加
さ

れ
た
。
同
協
会
は
現
在
、
川
崎
大
師
境
内
の
歴
史
ガ
イ
ド
を
担

当
さ
れ
て
い
る
。
藤
田
氏
か
ら
ガ
イ
ド
す
る
際
に
、
境
内
石
造

物
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
便
利
だ
と
い
う

話
題
が
出
た
。
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
も
と
に
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
調
査
を
契
機
と
し
て
、文
化
財
調
査
に
留
ま
ら
ず
、

そ
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
ゼ
ミ
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
金
井
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
協
会
の
皆
様
、

川
崎
大
師
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
調
査
を
継
続
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
は
じ
め
に
】

　

国
際
文
化
交
流
学
科
観
光
文
化
コ
ー
ス
で
は
2
年
次
の

「
コ
ー
ス
演
習
Ⅰ
」
で
「
こ
と
り
っ
ぷ
」
と
称
し
た
フ
ィ
ー
ル

川崎大師での現地調査のようす

国
際
文
化
交
流
学
科
観
光
文
化
コ
ー
ス

演
習
「
こ
と
り
っ
ぷ
」

―
軍
港
・
横
須
賀
を
＂観
る
＂―

国
際
日
本
学
部 

国
際
文
化
交
流
学
科 

３
年

（
髙
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）　

春
田 

菜
々
美
・

石
塚 

あ
か
り
・
渡
辺 

真
由
・
酒
井 

那
実

川
崎
大
師
の
石
造
物
調
査
と
体
験
型
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
日
本
学
部　

角
南 

聡
一
郎


